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第36回日本嚥下医学会総会ならびに学術講演会プログラム

『神経生理学の視点から見た嚥下障害の病態生理と治療法』

越久　仁敬 （兵庫医科大学  生理学講座  生体機能部門）

『嚥下障害診療における耳鼻咽喉科医の役割 －他職種の理解を求めて－』

久　　育男 （京都府立医科大学  耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室）

『嚥下障害の外科的治療 －病態評価と適応について－』

梅﨑　俊郎 （九州大学病院  耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

『胃ろう患者における無益、 有益』

新田　國夫 （医療法人社団つくし会）

『サルコペニアの摂食 ・ 嚥下障害とリハビリテーション栄養』

若林　秀隆 （横浜市立大学附属市民総合医療センター  リハビリテーション科）

教育講演 1 A会場［ 第1展示場 ］

3月1日（金）　11 ： 20～12 ： 20
司会：山脇  正永（京都府立医科大学大学院医学研究科  総合医療・医学教育学）

教育講演 2 A会場［ 第1展示場 ］

3月2日（土）　11 ： 20～12 ： 00
司会：兵頭  政光（高知大学医学部  耳鼻咽喉科）

特別講演 1 A会場［ 第1展示場 ］

3月1日（金）　13 ： 45～14 ： 45
司会：久  育男（京都府立医科大学  耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室）

特別講演 2 A会場［ 第1展示場 ］

3月2日（土）　13 ： 30～14 ： 30
司会：藤島  一郎（浜松市リハビリテーション病院）

ランチョンセミナー A会場［ 第1展示場 ］

3月1日（金）　12 ： 35～13 ： 35
司会：藤島  一郎（浜松市リハビリテーション病院）
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『嚥下機能の脳機能イメージング ： 
最近の動向と機能的近赤外分析法（fNIRS）による取り組み』

岡本　雅子 （国立大学法人  帯広畜産大学  動物・食品衛生研究センター）

『MEGによる脳計測の嚥下機能評価への応用』

梅﨑　俊郎 （九州大学大学院医学研究院  耳鼻咽喉科）

『咽頭電気刺激がもたらす嚥下反射誘発効果と臨床応用への可能性』

井上　　誠 （新潟大学大学院医歯学総合研究科　摂食・嚥下リハビリテーション学分野）

『高齢者の嚥下反射遅延に対する感覚受容体刺激による治療戦略』

海老原　覚 （東北大学大学院医学系研究科  内部障害学分野）

1. 認知症 山脇　正永 （京都府立医科大学  総合医療学）

2. パーキンソン病、 パーキンソン症候群 野﨑　園子 （兵庫医療大学  リハビリテーション学部）

3. 運動ニューロン疾患 巨島　文子 （京都第一赤十字病院  神経内科）

4. 小脳変性症、 多系統委縮症 谷口　　洋 （慈恵医科大学  神経内科）

5. 筋疾患 山本　敏之 （国立精神・神経センター病院  神経内科）

シンポジウム A会場［ 第1展示場 ］

3月1日（金）　16 ： 00～18 ： 00
座長：梅﨑  俊郎（九州大学病院  耳鼻咽喉科・頭頸部外科）　　　　　　　　　

山脇  正永（京都府立医科大学大学院医学研究科  総合医療・医学教育学）

ポストコングレス・セミナー A会場［ 第1展示場 ］

3月2日（土）　16 ： 00～18 ： 00
　　　　　　　座長：清水  充子（埼玉県総合リハビリテーションセンター  リハビリテーション科）
　　　　　　　　　　山脇  正永（京都府立医科大学大学院医学研究科  総合医療・医学教育学）

評議員会 B会場［ 大会議室 ］

3月2日（土）　12 ： 00～13 ： 00

総  会 A会場［ 第1展示場 ］

3月2日（土）　13 ： 00～13 ： 30
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1-1 逆流防止手術により改善した重度嚥下障害の1症例
山口　　智 （日本医科大学付属病院  耳鼻咽喉科学教室）

1-2 喉頭挙上術により嚥下機能改善を得た前頚部外傷症例
黒木世里夏 （九州大学  大学院医学研究院  耳鼻咽喉科学分野）

1-3 舌全摘後の喉頭挙上術における甲状腺弁による死腔充填
丸尾　貴志 （名古屋大学  医学部  耳鼻咽喉科）

1-4 内視鏡下輪状咽頭筋切断術の施行経験
二藤　隆春 （東京大学  医学部  耳鼻咽喉科）

1-5 声門上癌に対する超選択的動注化学療法併用による放射線治療後の嚥下リハビリテーション
を行った1症例
前田　恭子 （山梨大学  医学部  耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

2-1 胸部食道癌術後の嚥下機能回復における嚥下造影検査の有用性の検討
杉山庸一郎 （京都府立医科大学  耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室）

2-2 血管撮影装置を用いた嚥下造影の有用性
村上　陳訓 （済生会京都府病院）

2-3 リクライニング位の危険性を検証 ： LEDTと嚥下物流入速度を用いて
山口　優実 （九州大学  医学部  耳鼻咽喉・頭頸部外科）

2-4 摂食回復支援食の嚥下造影検査による嚥下動態の検討
安達　一雄 （九州大学  医学部  耳鼻咽喉科 頭頚部外科）

2-5 嚥下造影検査の必要性
津田　豪太 （福井県済生会病院  耳鼻咽喉科・頚部外科）

2-6 嚥下内視鏡検査による嚥下障害の病態評価と嚥下造影検査の適応判断
兵頭　政光 （高知大学医学部  耳鼻咽喉科）

一般演題

3月1日（金）　9 ： 00～10 ： 00 A会場 ［ 第1展示場 ］
第1群「外科的治療1」

座長：金沢  英哲（浜松市リハビリテーション病院  えんげと声のセンター）

3月1日（金）　10 ： 00～11 ： 12 A会場 ［ 第1展示場 ］
第2群「嚥下評価1」

座長：廣田  隆一（京都府立医科大学  耳鼻咽喉科・頭頚部外科学教室）
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3-1 クラウドを利用した嚥下動画情報の共有とiPad活用の試み
河本　勝之 （鳥取大学  医学部  感覚運動医学講座  耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野）

3-2 健常者の嚥下圧伝播曲線の検討 ～2.64mm径カテーテルで高解像度マノメトリを用いて～
松原　慶吾 （熊本大学  耳鼻咽喉科・頭頸部外科、メディカル・カレッジ青照館  言語聴覚療法学科）

3-3 喉頭内視鏡を用いた探触子法での咽喉頭感覚テストの臨床での有用性について
中村　智之 （第二岡本総合病院  リハビリテーション科）

3-4 NIRSを用いた嚥下運動時の脳活動部位の解析 ： 座位とリクライニング位での比較
柴野　荘一 （京都府立医科大学  大学院医学研究科  総合医療・医学教育学  研修員）

3-5 嚥下機能評価のための頸部装着型持続的嚥下モニターの開発
鈴木　健嗣 （筑波大学  サイバニクス研究センター）

3-6 嚥下 ・ 呼吸機能 ・ 体力 ・ 肺炎との関連性の検討
西山耕一郎 （西山耳鼻咽喉科医院）

4-1 進行性球麻痺における嚥下圧および嚥下音の検討
寺元　洋平 （筑波大学附属病院  リハビリテーション部）

4-2 頸部外傷後咽後間隙血腫を伴った嚥下障害の一例
岩田　義弘 （藤田保健衛生大学  医学部  耳鼻咽喉科）

4-3 嚥下障害と仰臥位での呼吸苦を呈した重症筋無力症の1例
谷口　　洋 （東京慈恵会医科大学  附属柏病院  神経内科）

4-4 パーキンソン病（PD）の咽頭期嚥下に関する臨床的検討
ー舌骨運動解析とPDの運動障害についての考察－
羽鳥　浩三  （順天堂大学  リハビリテーション科）

4-5 パーキンソン病の嚥下障害に対してL-dopaが有効な一症例について
森　　正博 （森耳鼻咽喉科）

4-6 嚥下障害を主訴に発症したBickerstaff脳幹脳炎の1例
船戸　宣利 （東京医科大学  耳鼻咽喉科）

4-7 慢性サルコイドミオパチーによる嚥下障害の1例
石井　玄彦 （日本医科大学  耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

3月1日（金）　14 ： 45～15 ： 57 A会場 ［ 第1展示場 ］
第3群「基礎他1」

座長：巨島  文子（京都第一赤十字病院  神経内科）

3月1日（金）　9 ： 00～10 ： 24 B会場 ［ 大会議室 ］
第4群「神経筋疾患1」

座長：谷口  洋（東京慈恵会医科大学附属柏病院  神経内科）
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5-1 胸部食道癌患者に対する周術期嚥下リハビリテーション
隅谷　　政 （和歌山県立医科大学附属病院紀北分院）

5-2 心因性嚥下障害と考えられた10才女児例
横山　秀二 （福島県立医科大学  医学部  医学科）

5-3 胃瘻造設後の嚥下機能の経時的評価
木村百合香 （東京都健康長寿医療センター  耳鼻咽喉科）

5-4 高齢化地域における嚥下医療の問題点について
陣内　自治 （阿南共栄病院  耳鼻咽喉科、徳島大学  耳鼻咽喉科）

5-5 摂食嚥下医療の周知拡大ならびに連携とチーム医療推進の試みについて
宮崎　博子 （京都桂病院  リハビリテーションセンター）

5-6 日本語版Dysphagia Handicap Indexの作成 －言語的妥当性を担保した翻訳の作成－
谷合　信一 （防衛医科大学校  耳鼻咽喉科学講座）

6-1 バルーン引き抜き法が有効であった筋強直性ジストロフィーの1例
下條　美佳 （済生会京都府病院  看護部）

6-2 水痘 ・ 帯状疱疹ウィルス感染による多発神経麻痺で嚥下障害を生じた4症例の検討
藤原　和典 （鳥取大学  医学部  感覚運動医学講座  耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野）

6-3 頸椎前縦靱帯骨化症による嚥下障害に対し外科的治療を行った1症例
齋藤　翔太 （兵庫医科大学病院  リハビリテーション部）

6-4 サルコペニアが原因と考えられる嚥下障害に対する声門閉鎖術の経験
鹿野　真人 （大原綜合病院  耳鼻咽喉科・頭頸部顔面外科）

3月1日（金）　14 ： 45～15 ： 57 B会場 ［ 大会議室 ］
第5群「嚥下医療他」

座長：二藤  隆春（東京大学医学部  耳鼻咽喉科）

3月2日（土）　9 ： 00～9 ： 48 A会場 ［ 第1展示場 ］
第6群「神経筋疾患2」

座長：山本  敏之（国立精神・神経医療研究センター病院）
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7-1 筋萎縮性側鎖硬化症の患者に対する誤嚥防止術の検討
長井　美樹 （大阪府立急性期総合医療センター  耳鼻咽喉・頭頸部外科）

7-2 咽頭癌に対するELPS術後の嚥下機能に関する検討
山野　貴史 （福岡大学筑紫病院  耳鼻いんこう科、福岡大学  医学部  耳鼻咽喉科）

7-3 声門下喉頭閉鎖術の術後経過観察
内田　真哉 （京都第二赤十字病院  耳鼻咽喉科・気管食道外科）

7-4 難治性咽頭期嚥下障害に対するKrepsi法（粘膜下輪状軟骨後板亜全摘術）の改良による機能改善
三枝　英人 （日本医科大学  耳鼻咽喉科学教室）

7-5 当センターにおける喉頭蓋管形成術の工夫と術後管理
金沢　英哲 （浜松市リハビリテーション病院  えんげと声のセンター）

7-6 胸部食道癌術後に両側喉頭麻痺を認めた嚥下障害の2例
田村　友美 （福井県済生会病院  リハビリテーション部）

8-1 直接訓練開始時の食形態の選択 ～ゼリーとペースト～
仙田　直之 （総合病院  松江生協病院  耳鼻咽喉科）

8-2 気管切開患者のリハビリテーションの効果
高橋　素彦 （横浜市立脳血管医療センター  リハビリテーション科）

8-3 舌接触補助床の装着が嚥下機能に及ぼす影響
真柄　　仁 （新潟大学大学院  医歯学総合研究科  摂食・嚥下リハビリテーション学分野）

8-4 当院リハビリテーション部における小児の摂食 ・ 嚥下リハビリテーションの取り組み
中平　真矢 （高知大学  医学部  附属病院  リハビリテーション部）

8-5 嚥下障害者における半固形食品（メイバランスフルーチェ）の安全性についての検討 
－LEDTによる検討－
牛島久美子 （特定医療法人  祐愛会  織田病院  栄養食事サービス部）

8-6 高齢嚥下障害者に対する前舌保持嚥下の有用性について
木村　　幸 （京都第一赤十字病院  リハビリテーション科）

3月2日（土）　10 ： 00～11 ： 12 A会場 ［ 第1展示場 ］
第7群「外科的治療2」

座長：藤本  保志（名古屋大学医学部付属病院  耳鼻咽喉科）

3月2日（土）　14 ： 30～15 ： 54 A会場 ［ 第1展示場 ］
第8群「リハビリテーション」

座長：堀口  利之（北里大学医療衛生学部  リハビリテーション学科）
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9-1 重度嚥下障害に電気刺激治療が奏功した一例
足立　清香 （兵庫医科大学ささやま医療センター）

9-2 両側中心前回梗塞により嚥下障害を生じた一例
山本　圭介 （市立豊中病院  耳鼻いんこう科）

9-3 重複障害を認め治療に難渋した橋出血による嚥下障害の1症例
伊藤　裕之 （日本医大  耳鼻咽喉科学教室、神奈川リハビリテーション病院  耳鼻咽喉科）

9-4 慢性期嚥下障害再評価システムの可能性 ： 
気管切開のある脳出血後症例へのアプローチから考えられること
金丸　晶子 （東京都健康長寿医療センター  リハビリテーション科）

9-5 脳卒中後の経管離脱 ・ 普通食移行状況の追跡調査
小西　正訓 （中村記念病院  耳鼻咽喉科）

9-6 脳血管障害急性期および回復期における嚥下障害の予後予測 
～追跡調査による経口摂取の予測式の確立～
池嵜　寛人 （熊本赤十字病院  リハビリテーション科）

9-7 Foix-Chavany-Marie Syndromeの1例
七條　文雄 （成美会  鈴江病院  脳神経外科、久仁会  鳴門山上病院  脳神経外科）

10-1 運動障害性嚥下障害患者における咽頭残留と咽頭閉鎖及び食道入口部開大との関係
亀之園佑太 （熊本大学  医学部  耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

10-2 喉頭挙上遅延時間（LEDT）延長をきたす脳の障害部位の検討
宮地　英彰 （特定医療法人  祐愛会  織田病院、九州大学大学院医学研究院、耳鼻咽喉科）

10-3 スムーズな嚥下を促進するもの ―視覚情報による嚥下反応の変化―

矢守　麻奈 （県立広島大学  保健福祉学部）

10-4 一側喉頭麻痺における嚥下後の咽頭残留に関する定量的検討
鮫島　靖浩 （熊本大学  耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

3月2日（土）　9 ： 00～10 ： 24 B会場 ［ 大会議室 ］
第9群「脳血管障害」

座長：七條  文雄（医療法人成美会  鈴江病院）

3月2日（土）　10 ： 24～11 ： 12 B会場 ［ 大会議室 ］
第10群「基礎他2」

座長：梅﨑  俊郎（九州大学病院  耳鼻咽喉科・頭頸部外科）
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11-1 頭頸部扁平上皮癌に対する化学放射線治療例における摂食嚥下機能評価
石永　　一 （三重大学  大学院  医学系研究科  耳鼻咽喉・頭頸部外科）

11-2 咀嚼不要な食物に対する嚥下内視鏡の評価についての検討
馬谷　昌範 （国家公務員共済組合連合会  大手前病院  耳鼻咽喉科）

11-3 嚥下外来における嚥下内視鏡 ・ 圧検査の有用性
唐帆　健浩 （杏林大学  医学部  耳鼻咽喉科学教室、杏林大学  医学部付属病院  摂食嚥下センター）

11-4 嚥下障害の評価における咳テストの有効性について
池田　亮子 （特定医療法人  祐愛会  織田病院  リハビリテーション科科）

11-5 気管切開例の喀痰吸引時における注意点 －CT計測による検討－
佐藤　伸宏 （九州大学病院  耳鼻咽喉科  頭頸部外科）

P-1 嚥下内視鏡検査およびそのスコア評価の有用性
竹林　慎治 （日本赤十字社  和歌山医療センター  耳鼻咽喉科、リハビリテーション科）

P-2 少量バリウム反復嚥下法により半夏厚朴湯の効果を確認した筋萎縮性側策硬化症の1例
伊藤　卓也 （札幌山の上病院）

P-3 急性期病院におけるテント上脳出血による嚥下障害に関与する要因の検討
上羽　瑠美 （東京大学  医学部  耳鼻咽喉科、NTT東日本関東病院）

P-4 当院で開発したLiquid Intake Protocol（LIP）の有用性と今後の課題
國枝顕二郎 （浜松市リハビリテーション病院  リハビリテーション科）

P-5 幽霊の嚥下障害phantom dysphagiaは存在するか？
齋藤　和也 （熊本大学  教育学部  生涯スポーツ福祉課程）

P-6 急性期病院における食べられない患者への看護力の発揮 
～アセスメント力向上を目指したマニュアル作成～
水井　久江 （市立池田病院）

P-7 パーキンソン病患者における誤嚥性肺炎の早期予防介入に向けた検討 
～呼吸機能 ・ 身体運動機能に着目して～
前田　明人 （社会医療法人  春回会  長崎北病院  総合リハビリテーション部）

P-8 回復期病院における脳卒中嚥下障害患者の嚥下機能、 トラブル、 転帰 －摂食状況のレベル変化－
岡本　圭史 （浜松市リハビリテーション病院  リハビリテーション部  言語聴覚士）

P-9 藤島式嚥下体操セットの外来指導における効果
鮫島　菜緒 （浜松市リハビリテーション病院  えんげと声のセンター）

3月2日（土）　14 ： 30～15 ： 30 B会場 ［ 大会議室 ］
第11群「嚥下評価2」

座長：津田  豪太（福井県済生会病院  耳鼻咽喉科  頚部外科）

ポスター演題 ポスター会場［ 特別展示場 ］

3月2日（土）　14 ： 30～15 ： 30
座長：野崎  園子（兵庫医療大学リハビリテーション学部  理学療法学科）　　　　　

清水  充子（埼玉県総合リハビリテーションセンター  リハビリテーション科）


